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1. はじめに 
他者との対話を通して自らの考えが整理される機

会は多い．また，発話と発話の間には，連続してい

ない発話であっても，話者自身も意識していない関

連が存在する場合がある．その関連を見つけ出すこ

とができれば，そこから新しいアイデアの発想に繋

がる可能性もある．対話は文字化してログの形で記

録することが可能であるが，時系列で並んだ対話ロ

グから明示的でない発話間の関連を見つけ出すのは

必ずしも容易ではない． 

本稿では，対話ログ中の語句を用いたマインドマ

ップの自動生成手法について検討する．マインドマ

ップとは放射思考に基づき自身の考えを表現する手

法である．この手法は，脳の意味記憶の構造によく

適合しているため，より早く情報を整理し，理解す

ることが可能となる[1]．発話中の語句を用いてマ

インドマップを生成することで発話間の関連を捉え

ることが可能になると考えられる．Twitter データ

を用いてマインドマップを自動生成する研究が行な

われている[2]．この研究では，ユーザの「興味」

を示す特徴語を抽出しマインドマップを生成してい

る．しかし，マインドマップに必要とされるノード

間を補足する情報の取得が行われていない．  

本手法では，語句間の関連度に基づくノードの展

開，及び，係り受け情報を用いたブランチ上への情

報の付加を行い，マインドマップの生成を実現する．

日本語テキストコーパスを用いた予備実験の結果，

71.7%は親ノードと関連するノードが展開できてお

り，本手法の利用可能性を確認した． 

 

2. マインドマップの生成手法 
本手法ではまず，マインドマップのルートノード

となる語句を人手で設定する．次に，対話ログ中の

語句をノード候補とし，語句間の関連度に基づいて

ルートノードからノードを展開していく．最後に，

係り受け情報を利用してノード間の関係を表す情報

をブランチ上に付加することにより，マインドマッ

プを生成する． 

2.1 ノードの展開 

本研究では，名詞句をマインドマップのノード候

補とする．対話ログから名詞句を抽出し，それらの

関連度を求める．本手法では，関連度として，コサ

イン類似度を用い，計算は Word2Vec [3]によって

行う．対話ログに出現する名詞句のうち，親ノード

との関連度が高いものから順に子ノードとして展開

する．図 1では，親ノード「京都」と関連度が高い

名詞句として「清水寺」「保津峡」等があり，その

うち，対話ログに存在している「保津峡」と「嵐

山」が子ノードとして展開される．展開した子ノー

ドに対し，ノードが展開できなくなるまでこの処理

を繰り返す． 

2.2 ブランチ上への情報の付加 

係り受け情報を利用してノード間の関係を表す語

句を取得し，ブランチ上に付加する．親ノードと子

ノードが同一文中に出現し，図 2 に示すいずれかの

条件とに一致する場合，図 2における文節 Cをノー

ド間の関係を表す語句として取得する．取得する語

句は，名詞，動詞，形容詞のいずれかとした．図 1

においては，文「この時期、京都の嵐山は観光客で

賑わう。」に出現する「京都の」と「嵐山は」の係

り受け関係は図 2 の③のようになるため，ブランチ

上に追加する語句として「賑わう」を取得する． 

 

3. 実験 
本手法の有効性を確認するため，日本語テキスト

図 1 ノードの展開例 

図 2 ブランチ情報の抽出条件 
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を用いたマインドマップ生成実験を行った． 

3.1 実験概要 

実験データとしてKNBコーパスを用いた．KNB

コーパスは学生執筆による249記事からなる解析済

みブログコーパスである[4]．KNBコーパスの例を

図3に示す．本来であれば対話ログを用いた実験を

行うべきであるが，本研究ではその予備実験とし

て，ブログコーパスを用いた．実験では，京都観光

カテゴリに属する15記事を用い，5記事ずつに分割

することにより作成した3つのテキストからそれぞ

れマインドマップを生成した．なお，マインドマッ

プのルートノードは「観光」とした．Word2Vecの

学習データには，Wikipedia日英京都関連文書対訳

コーパス[5]の日本語記事を使用した．また，係り

受け解析器としてCaboCha [6] を，マインドマップ

の描画にはGraphviz注1) をそれぞれ用いた． 

生成したマインドマップについて人手による評価

を行った．12人の被験者が 

 ノード間の関連は適切か 

 ブランチ上の情報は適切か 

の2点を評価し，半数以上の被験者が適切と判定し

たものを正解とみなして正解率を測定した． 

3.2 実験結果 

生成したマインドマップの一部を図 4 に示す．図

3 の「嵐山で渡月橋から１ｋｍほど保津川を溯り、

葛折の階段を登って、嵐山標高１００ｍほどのとこ

ろに、大悲閣千光寺がある。」や「山と山に挟まれ、

幅の広い保津峡がゆったりと流れている。」等の文

に基づき「観光」に対して「嵐山」や「保津峡」等

のノードが展開されている．また，「観光」と「嵐

山」との間のブランチには，その 2 単語の関係を表

す語句として「賑わう」「見る」「する」「集める」

の 4単語が与えられている． 

人手による評価結果を表 1 に示す．全ノードのう

ち 71.7%において関連するノードが展開できていた．

また，ブランチ上に付加した情報のうち，52.3%は

適切なものとなっていた．  

 

4. まとめ 
本稿では，対話による思考整理の支援を目的に，

対話ログからのマインドマップの自動生成手法につ

いて検討を行った．本手法では，語句の関連度と係

り受け情報を用いて，ノードの展開及びブランチ上

への情報の付加を実現する．ブログコーパスを用い

た予備実験では，全体の 71.7%については親ノード

と関連するノードを展開できており，本手法の利用

可能性を確認した． 

今後の課題として，実際の対話ログを用いた実験

を実施し評価することが挙げられる．また，ブラン

チ上に付加した情報については，正解率が約50%で

あり，付加できていないブランチも存在した．そこ

で，シソーラス等を用いた情報の取得方法について

検討する．さらに，ノード間の関連度に応じて色を

変化させたり，線を太くしたりするなどして，より

見やすいマインドマップの生成を目指す． 
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図 4 生成したマインドマップの例 

注 1) http://www.graphviz.org/ 

表 1 実験結果（正解率） 

ノード間の関連 ブランチ上の情報 

71.7% (66/92)  52.3% (46/88) 

 

図 3 KNBコーパスの例 
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